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史跡慈恩寺旧境内総合広報誌 

慈恩寺 Times 
第 21号 

史跡慈恩寺旧境内ゾーニング(案) 

A ゾーン：本堂・三重塔境内他 

B ゾーン：重要遺構の存在する地域 

C ゾーン：院坊平場群・ 

人々が居住する地域 

D ゾーン：耕作地・山林 

E ゾーン：景観保全ゾーン 

 

前
号
で
お
伝
え
し
た
よ
う
に
、
史
跡
慈
恩
寺
旧
境

内
保
存
活
用
計
画
の
策
定
が
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
の

一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

■
ゾ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て 

史
跡
内
は
堂
舎
や
屋
敷
地
、
山
林
な
ど
土
地
に
よ

り
利
用
方
法
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
ゾ
ー
ン
分
け(

ゾ

ー
ニ
ン
グ)

を
し
て
い
ま
す
。
ゾ
ー
ニ
ン
グ
案
は
左
上

の
と
お
り
で
す
。 

A
～
D
ゾ
ー
ン
は
史
跡
指
定
地
で
、
E
ゾ
ー
ン

は
史
跡
指
定
地
外
で
す
。
A
ゾ
ー
ン
で
は
史
跡
の
保

存
を
最
優
先
し
、
C
ゾ
ー
ン
で
は
居
住
区
域
の
た

め
、
日
常
生
活
と
の
共
存
を
図
れ
る
よ
う
に
し
よ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
E
ゾ
ー
ン
は
慈
恩
寺
の
眺
望
や
調
和
に
関

わ
る
場
所
と
し
て
、
配
慮
を
求
め
る
区
域
と
す
る
議

論
が
さ
れ
て
い
ま
す
。 

史跡慈恩寺旧境内の保存活用計画作りが進行中 

上：現在の慈恩寺 

(西行戻しの涙坂(高松)から) 

※写真中央の木々の両脇に 

本堂周辺堂舎が見える 

右：「羽州瑞宝山慈恩寺之景」 

明治 35 年(1902) 

※仁王堂坂から山王台までの 

一山の修景がうかがえる 

■
視
点
場
に
つ
い
て 

 

史
跡
指
定
に
あ
た
り
、
慈
恩
寺
は
江
戸
時
代
以
前

の
姿
が
良
好
に
残
っ
て
い
る
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

現
存
す
る
絵
図
に
は
慈
恩
寺
の
一
山
寺
院
と
し
て
の

姿
が
良
く
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
も
と
に
、
一
目
で

史
跡
慈
恩
寺
旧
境
内
と
わ
か
る
景
観
を
示
す
た
め
、

視
点
場
の
設
定
を
し
て
い
ま
す
。 

 

例
え
ば
左
の
写
真
の
位
置
か
ら
は
、
慈
恩
寺
を
正

面
か
ら
と
ら
え
ら
れ
ま
す
が
、
本
堂
や
三
重
塔
は
杉

木
に
隠
れ
て
い
ま
す
。 

現
在
の
慈
恩
寺

の
修
景
に
関
わ
る

も
の
と
し
て
、
上

記
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ

と
併
せ
て
議
論
し

て
い
ま
す
。 
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７
月
29
日
か
ら
イ
タ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
る

「
日
本
仏
像
展
」
に
向
け
、
６
月
13
・
14
日
の

両
日
、
十
二
神
将
４
躯
が
搬
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
薬
師
堂
の
公
開
を
中
止
し
て
梱
包

作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
搬
送
中
に
壊
れ
な
い

よ
う
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
何
度
も
微
調
整
を
繰

り
返
し
な
が
ら
木
製
の
土
台
に
固
定
し
、
大
切

に
包
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

「
日
本
仏
像
展
」
に
は
、
35
点
が
出
品
さ
れ

ま
す
。
出
品
に
あ
た
っ
て
は
、
動
き
の
あ
る
像

が
海
外
で
も
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
い
の
で
、
選

ば
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。 

会
場
は
、
大
統
領
官
邸
や
ト
レ
ビ
の
泉
が
近

接
す
る
ロ
ー
マ
市
中
心
部
の
ク
イ
リ
ナ
ー
レ
宮

美
術
館
で
す
。 

会
期
９
月
４
日
ま
で
。 

戦後から昭和 50 年代

にかけての寒河江の民

俗や暮らしをとりあげ

ています。 

慈恩寺の舞楽や行事も

掲載しています。 

ぜひ、ご一読ください。 

寒河江市史 民俗・生活編 

頒布価格 3000 円 

頒 布 所 文化センター 松田書店 

市内各地区公民館 

一切経会開催 太平楽新調甲冑を初披露 

十
二
神
将
イ
タ
リ
ア
に
向
け
搬
出 

梱包作業の様子 

 ５月５日、慈恩寺最大の行事「一切経会」が行われました。 

今年の一切経会のうち、舞楽では破損等により昨年度新

調した太平楽の甲冑が初めて一般に披露されました。  

太平楽 

この太平楽が、第 58 回

北海道・東北ブロック民俗

芸能大会に山形県代表とし

て披露することが決定しま

した。大会は、10月 29日

(土)に岩手県民会館(盛岡

市)で開催されます。 

新刊紹介 

史跡「慈恩寺旧境内」Key Point 

朱印地と朱印蔵 

 慈恩寺は、江戸時代に幕府から東北最大の約

2,812 石(1 石＝約 180ℓ、約 150 ㎏)の寺領を認めら

れました。この寺領が慈恩寺の経済基盤でした。 

 寺領は、朱色の押印がある「朱印状(しゅいんじょ

う)」によって認められたので、朱印地ともいいます。

この朱印状を保管していたのが、朱印蔵です。 

 慈恩寺の朱印蔵は、本堂の北東にありました。朱

印状は、この蔵の中で葵の御紋入りの箱に大切にし

まわれ、毎年 7 月 7 日には本堂で虫干しされまし

た。 

明治時代になり、政府により朱印地は没収された

ため、朱印蔵は役目を終えました。現在では、石段

と石垣が残り、往時をしのばせます。 

朱印蔵(「瑞宝山慈恩寺之図」明治 35 年) 

現在の朱印蔵跡 


